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Mobile ＩＰの概要
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共存気付アドレス
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経路最適化
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逆方向トンネル
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モバイルルータ
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モバイルルータのための経路制御の必要性
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２つのＨＡを経由する冗長な通信経路

多重トンネルが発生し、パケット長の増加



モバイルルータのための経路制御方式の提案①

経路削除方式：ＭＲのＨＡを介さずに、ＭＮのＨＡからＭＲ
のＦＡに通信を行う経路最適化を行う
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ＭＲとＭＮがともにＦＡ気付アドレスを用
いる場合
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ＭＲがＦＡ気付アドレス、ＭＮが共存気付
アドレスを用いる場合
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ＭＲが共存気付アドレス、ＭＮがＦＡ気付
アドレスを用いる場合
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ＭＲとＭＮがともに共存気付アドレスを用
いる場合
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モバイルルータのための経路制御方式の提案②

トンネル削除方式

－ＭＲのＦＡ（またはＭＲが共存気付アドレスを用いる場合

はＭＲ内部）は、ＭＲに接続し、同じＭＮのＨＡに属するの
ＭＮのＨｏＡのリストを保持する

－保持したリストよりトンネルを削除して、転送できる



ＭＲとＭＮがともにＦＡ気付アドレスを用
いる場合
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ＭＲがＦＡ気付アドレス、ＭＮが共存気付
アドレスを用いる場合

CN ＭＲのFA ＭＲ MNＭＮのHA
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のHoAと等しいの
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ンネルする（経路
削除）

保持したリストからMN
のCoAはMRの配下の
アドレスよりをMRの
HoAへ転送する

MNのHoAでトンネル

する処理を削除する



ＭＲが共存気付アドレス、ＭＮがＦＡ気付
アドレスを用いる場合

CN ＭＲ（ＭＮのＦＡ） MNＭＮのHA
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ＭＲとＭＮがともに共存気付アドレスを用
いる場合

削除可能なトンネルが存在しない



ＭＲ転送登録メッセージ

ＭＲは、ＭＮのＨＡにＭＲのＨｏＡとＭＲのＣｏＡと移動ネットワークのア
ドレスプレフィックスを通知する（経路削除方式で使われる）

トンネル削除方式では、ＭＲがＦＡ気付アドレスを用いるときは、ＭＲの
ＦＡに、移動ネットワークに接続し、同じＭＮのＨＡに属するＭＮのＨｏＡ
のリストを通知する

ＭＲがＭＮのＨＡへＭＲ転送登録メッセージを通知するために移動ネッ
トワークに接続するＭＮのＨｏＡとＭＮのＨＡのアドレスを以下の方法で
取得する

－ＭＮがＦＡ気付アドレスを用いる場合、ＭＮはＭＮのＨＡにＭＲ（ＭＮ

のＦＡ）経由でＭＮ登録要求メッセージから取得する

ーＭＮが共存気付アドレスを用いる場合、ＭＮ登録要求メッセージは

直接ＭＮのＨＡに送信するので、ＭＲは通信インターフェースでＭＮ登
録要求メッセージをキャプチャし、取得する



まとめ

経路削除方式

－経路を完全に最適化できないが、ＣＮに実装が不要なた

め、導入が容易

－ＭＲとＭＮのＨＡとＭＲ転送登録メッセージで、ＭＲとＭＮ

のＨＡ間で逆方向トンネルが可能

トンネル削除方式

－ＭＮのＨＡでＭＲのＣｏＡへ直接トンネルすることで、多重

トンネルを削除でき、パケット長の増加を抑える
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